
  

 

 

 

 

 

 
 

保護者の皆様 
 七国中学校校長の本田秀雄です。日頃より、七国中学校の教育活動にご理解とご協力を賜りまして、

ありがとうございます。今年度で校長着任２年目を迎えました。令和７年度は１６０名の１年生が入学

し、全校生徒４８１名でスタートします。今年度も教職員一同、七国中の生徒たちが安心して充実した

学校生活が送れるように、教職員の組織力を活かして全力で取り組んで参ります。今後とも保護者、地

域の皆様には、ご支援とご協力をいただきますようお願いいたします。 
 

着任式・始業式 
４月７日（月）の午前中に着任式と始業式が行われました。着任式 

では、七国中に新しく来られた６名の先生方が紹介され、挨拶をいた 

だきました。また、始業式では、学年が１つ上がったことによる果た 

すべき役割や責任感と新たな目標に向かって頑張っていこうとする凛 

々しい生徒の表情を見ることができました。それぞれの「新年度への 

抱負」を胸に、学校生活をしっかりと取り組んできましょう。             

始業式式辞より～抜粋～ 校長 本田秀雄  

２年生の皆さん、３年生の皆さん、進級おめでとうございます。今日から新学年、１学期のスタ

ートです。学年が１つ上がると、立場や環境、果たす役割のも大きく変わります。次の学年へのゼ

ロ学期といわれる３学期にしっかりと準備をして、今日の日を迎えていると思います。新たな目標

や決意をもって良いスタートを切りましょう。 

３年生の皆さん、最上級生となりました。中学校生活最後の１年間です。これから過ごす日々の

１日１日の出来事に、「中学校生活最後の」という言葉がついてきます。学校行事、学年行事、部活

動、生徒会活動、そして進路選択。この１年間はものすごい速さで時が進んでいくなぁと感じる生

徒も多くいるかと思います。是非、１日１日を大切にし、自分の目標に向かって取り組んでくださ

い。 

２年生の皆さん、中堅の学年となりました。３年生を支え、教育活動のあらゆる場面で七国中を

盛り上げ、リードしてください。明後日には新入生が入学します。皆さんは先輩となります。後輩

に慕われ、頼りになる先輩となってください。 

さて、最後に皆さんに大切にしてほしいこと。それは、「他者への優しさ、思いやり、共に歩んでい

こうという心をもつ」ということです。明後日の入学式でも新入生に伝える言葉です。私の経験上

の話になりますが、私は、生徒の皆さんの４倍ほどの人生を歩んできました。幼稚園、小学校、中

学校、高校、大学、就職と、これまで様々な人と出会ってきました。その中で、この年齢になって

も友達として付き合いが続いているのが、中学校時代の仲間です。今でも連絡を取り合って定期的

に集まり、近況や昔のことについて語り合っています。高校、大学では同じ目標をもった人たちが

集まりますが、出身、住んでいる場所は様々、また、社会人になれば転勤などがあるなど、だんだ

ん疎遠になってしまい、連絡を取る回数も減り、年賀状のやり取りだけになっている場合もありま

す。 

なぜ、中学校時代の仲間と長く付き合っていけるのでしょうか。社会人になって家庭をもち、この

歳になっても生まれ育った地元に帰れば、実家がある、当時の仲間がまだ住んでいるなど、何とな

く安心感や期待感を常に抱くことができることや、義務教育３年間で切磋琢磨して共に成長してき

た仲間と築いた絆をしっかりと守っていこうとする気持ちが、胸に刻まれているからではないでし

ょうか。 

是非、中学校時代に出会った仲間を大切にして、信頼関係を深め、この先長く付き合える友達関

係を築いてほしいと思います。 
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第２３回入学式 式辞 

春の香りが満ち溢れ、木々の緑が柔らかな色合いを見せる今日の 

良き日に、八王子市教育委員会を代表して 資源循環部清掃施設整 

備課長 橋本英章 様をはじめ、多数のご来賓の皆様、ならびに保護 

者・ご家族の皆様のご臨席を賜り、七国中学校第２３回入学式を挙 

行できますことを、心より感謝申し上げます。 

１６０名の新入生の皆さん、入学おめでとうございます。七国中 

学校の全教職員ならびに在校生は、皆さんの入学を心より歓迎いたします。担任の先生から一人一

人の名前が呼ばれ、立ち上がった表情を見ていると、緊張の中にも誇らしげで、これから始まる中

学校生活に、胸を膨らませている様子が伝わってきます。中学校生活に一日も早く慣れ、充実した

毎日を送ってください。 

さて、新入生の皆さん、中学校生活のスタートに当たり、大切にしてほしい２つのことをお伝え

します。 

一つ目は、「他者への優しさ、思いやり、共に歩んでいこうという心をもつ」ことです。思いやり

とは、自分以外の人のために、気遣いをすること、相手の立場に立って考え、思いを共有すること

です。相手がどのような気持ちでいるかを理解し、その気持ちに寄り添うことで、相手との間に深

い理解や共感を生み、信頼関係を深めることができます。 

ものの見方、考え方、思いなどは人それぞれです。時には意見が合わず、対立することもあるかも

しれません。そのようなときには、一人一人が違う個性をもった大切な友達・ 仲間であることを理

解し、思いやりを大切にして、互いの考えを認め合い、尊重して助け合える関係をつくってくださ

い。そして、本日出会ったかけがえのない仲間と切磋琢磨して友情を育んでください。 

二つ目は、「夢や目標」をしっかりともって取り組むことです。夢や目標をもつことで、今をより

良くしていこうとする気持ちや自身を高めていこうとする気持ちが生まれ、実現に向けて努力を積

み重ねていく原動力になります。皆さんひとり一人には無限の可能性があります。勉強、部活動、

委員会活動、学校行事、将来の進路など、中学校の３年間の様々な場面で目標をもち、その目標に

向かって意欲的に挑戦してください。焦る必要はありません。一歩一歩着実に取り組むことが大切

です。目標を達成するために努力することで、三年後には大きく成長していることと思います。 

この２つのことを大切にして中学校生活を送ってほしいと思います。 

皆さんの学校生活が、より充実して、多くの実りがあるように、先生たちは最大限のサポートをし

ていきます。安心して学校生活を送ってください。 

保護者の皆様、本日はお子様のご入学、誠におめでとうございます。中学校の３年間は心身とも

に大きく成長する密度の濃い時間です。お子様の健やかな成長のため、教職員が一丸となって、教

育活動を充実させ、お子様の成長を支えて参ります。保護者の皆様におかれましても、七国中学校

の教育活動にご理解とご支援・ご協力賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

結びに、今日のよき日を節目に、本日ご臨席賜りましたすべての皆様のご健康、ご多幸を祈り、新

入生とご家族の、すてきな三年間の最初の一日となることを祈念し、式辞といたします。 

令和７年４月９日 八王子市立七国中学校長 本田秀雄 

 

歓迎の言葉                    在校生代表 ３年４組 中島 佳蓮 

 暖かい春の陽気に包まれ、桜の花がきれいに咲き誇る季節となってきました。 

 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。そして、七国中学校へようこそ。私達は、皆さ

んの入学を心から楽しみにしていました。今日から皆さんは中学一年生です。 

 さて、皆さんは今日どんな気持ちで中学校に足を踏み入れましたか。新しい場所、見慣れない校

舎、まだまだ覚えられないクラスの場所。期待と不安でいっぱいだと思います。二年前の私もそう

でした。そんな時、ちがう小学校出身の子が私に明るく挨拶をしてくれました。それがとてもうれ

 

 



しく、それと同時に不安や緊張もほぐれていきました。その出会いから、その子とは今でも仲のよ

い友達です。みなさんも新たな友達を作ってみてくださいね。そして中学校に入ると、いろいろな

変化があります。 

 まず一つ目は部活動です。私は現在吹奏楽部に入部していますが、最初入部したての時は、恐い

先輩がいたらどうしようと、不安でいっぱいでした。ですが、そんなことは全然なく、同じ楽器の

先輩はとてもやさしく、楽器のことを一から丁寧に教えてくれました。皆さんが好きなことに全力

で打ち込める、そんな場所が部活動だと思います。 

 二つ目は合唱コンクールなどの行事です。合唱コンクールでは、練習をしていくうちに、徐々に

クラスの団結力が高まっていくことなどがわかり、クラスとしても個人としても楽しみながら大き

く成長することができました。中学校ではほかにも球技大会や各学校ごとの校外学習や、体育大会

などのたくさんの行事があります。その分たくさんの人との交流を深めることができます。まだま

だ楽しいことがたくさんあるので、楽しみにしていてください。 

 さて、中学校では「挑戦すること」と「人に頼ること」を大切にしてほしいと思っています。私

は生徒会本部の活動のほかにも、一年生でいく校外学習の実行委委員会や、秋にある合唱コンクー

ルの実行委員会などに挑戦をしてきました。どれだけ大変だと思うことがあっても、私はやってよ

かったと思っています。みなさんも学校行事や委員会などで少しでもやってみたいなと思うことが

あれば、失敗を恐れず挑戦してみてください。必ずいい経験になります。また、そういうことに挑

戦してみた時、わからないことや、失敗してしまったことがあれば、迷わず先輩や友達、先生など

に相談してみてください。しかし、人に頼ることに申し訳なさを抱く人も多いかもしれません。私

もそうでしたが、私が美術の作品でいきづまっていた時、思い切って友達に相談してみたのですが、

その友達は根気強く相談に乗ってくれ、そのおかげで新しいアイデアが生まれたり、いい方法など

が思いついたりして、とてもいい作品ができあがりました。このような経験から私は、「挑戦するこ

と」と、「人に頼ること」を大切にしてほしいと思います。 

 最後になりますが、皆さんの中学校生活は一度きりです。三年間を長いなと思う人もいるかもし

れませんが、三年間はあっという間です。私も、もう三年生なんだという気持ちでいっぱいです。

その三年間をかけがえのないものにするため、日々を全力で楽しんでください。また、その第一歩

として、クラスに帰ったら誰か一人でもいいので、まだ話したことのない人と話してみるのもいい

かもしれません。みなさんが楽しい学校生活を送れることを願っています。 

 改めて、ご入学おめでとうございます。 

 

誓いの言葉                      新入生代表 １年２組 卜部 真結 

 柔らかな春の日差しが心地よく感じられるこの良き日に、私たち新入生は、期待と不安に胸をふ

くらませながら、中学校生活の第一歩を踏み出しました。 

 本日は、このような素晴らしい入学式を開催していただき、校長先生をはじめ先生方、上級生の

皆様に新入生を代表し、心より感謝を申し上げます。 

 中学校では、小学校の頃とは違う新しい教科やより深い学びが待っています。たくさんのことを

知り、考え、成長していきたいです。また、部活動が本格的に始まります。スポーツや文化活動を

通じて努力することの大切さや仲間との絆を深め、日々の練習を積み重ね、少しずつ自分の力を高

めていきたいです。そして体育大会や修学旅行などの行事に積極的に参加し、仲間と協力しながら

準備を進めることで団結力や達成感を味わい、多くの友達と絆を深め、共に喜びを分かち合う経験

を大切にしていきたいです。しかし、その中で悩んだり、立ち止まってしまったりすることもある

かもしれません。そんな時は、校長先生をはじめとする先生方や上級生の方々から、時には厳しく、

時には優しく、ご助言をいただき、仲間と共に支え合いながら、一歩ずつ前へ進んでいきたいと思

います。 

 一度しかない中学校生活を悔いのないものにするために、今、何をするべきなのかを考え、中学

生としての責任と自覚をもち、一日一日を大切にし、努力を積み重ねていきます。 

 七国中学校の校歌には、「文化の香り 受け継いで」という歌詞があります。私たち新入生一同は

それぞれの夢や目標に向かって、上級生の方々が築き上げてこられた七国中学校の歴史と文化に恥

じることなく、仲間と共に学びの道に励み合いながら実りある中学校生活が送れるように精一杯頑

張ります。 

 



令和７年度 教職員組織 

校長：本田 秀雄 、副校長：伊藤 映二 、副校長補佐：大場 雅宏 

 第１学年 第２学年 第３学年 主任 

１組 森田 浩史 (数学) ☆学 原島 雄大 (英語)  平澤 健太郎 (社会)  ◇
進→

進
路
学
習
部
主
任
、
☆
学→

学
年
主
任 

◇
教→

教
務
部
主
任
、
◇
生→

生
活
指
導
部
主
任 

２組 笹井 萌 (英語) 島添 真奈 (理科) 東 佳奈 (英語) 

３組 大久保 優也 (保体) 山﨑 康弘 (技術) ☆学 石井 麻衣子 (保体) ◇生 

４組 金成 真裕美 (英語) 梅木 瞭 (社会) 鈴木 美紀 (家庭) 

５組 吉田  徹 (音楽)  長谷部 公連 (国語)  

副

担

任 

水田 穣 (理科) 岩田 拓実 (数学) ◇教 木元 弘法 (国語) ◇進 

髙﨑 日花里  (社会) 奥秋 美沙 (美術) 川邉 崇 (数学) ☆学 

伊藤 美紀 (国語) 安納 舞音 (数学) 萩野 正隆 (理科)  

 住谷 賀世 (数学)  

太陽学級 

〔特別支援学級〕 

松村 寿春（太陽学級主任、１学年）、高橋 千穂（２学年） 

福田 幸恵（３学年） 

 

学校サポーター 

指導補助員： 畠中 端子（火・水・木） 

工藤 明日美（月） 
二見範子（月） 

綾野 晶〔養護、保健主任〕 榎本 絵里子〔特別支援教室専門員〕 

事務・用務 山田 智華（都 事務主事）、海藤 美登利（市 事務主事）、永野 秀明（市 用務主事） 

時間講師 

通常の学級 
海老塚 公辰（理科、木・金）、須藤 悠成（保体、火～金） 

竹村 里香（英語、木・金）、保坂 雄司（数学、火、木、金） 

太陽学級 

井上 俊夫（社会、木）、髙城 奈那子（理科、火） 

島岡 マミ（音楽、木）、須藤 悠成（保体、火） 

竹村 里香（英語、木・金） 

スクールカウンセラー       ： 岸野 雄次 学校図書館司書 ： 中間 洋子 

スクール サポート スタッフ ： 中 美佐、東宮 京子 
学校サポーター ： 中澤 望、野田 千晴 

         東宮 京子 

学校コーディネーター       ： 中 美佐  

支援員 ： 大串 広幸、西山 佳代、西室 扶実 令和７年 4 月７日 現在 

 

七国中生の頑張り  
令和７年３月までに行われた大会等の結果です。 

                            

   ◆ 卓球部                 ◆ 女子バレーボール部 

  【令和６年度 彩の国フレンドリーマッチ】（３/２７） 【令和６年度 八王子市中学校バレーボール                 

   女子団体     第３位             春季研修大会】（３/２７） 

【令和６年度 八王子招待卓球大会】（３/３０）      女子の部  優勝 

   男子団体 A の部 第３位 

   男子団体 B の部 準優勝 
【令和６年度 日野招待卓球大会】（３/３０） 

  女子団体Aの部  準優勝 

  女子団体Bの部  第３位 

   


